
『栄養カルテの特徴』 

献立プロットとの連携でエクセルファイルの栄養カルテを作成します。 

  

簡単入力！   全栄養量が表示されます。 

☆今回基準の目安量・目標量・推奨量等の全てを目安量としました。 

☆各栄養素の基準数値は自由に変更でき、５年毎の変更にも対応できます。 

☆活動係数・ストレス係数の基準数値も自由に変更できます。 

1. 栄養士専用カルテ（「食」に関する個別情報）の作成ができます。 

 (1)カルテの作成・利用により、ひとりでに栄養指導の基本が身につきます。 

 (2)退院後の外来や訪問等、家庭での食生活の把握や、栄養指導に利用できます。 

 (3)身体データや、関連臨床データの入力ができ、推移のチェックができます。 

 2. 当日喫食分の栄養計算が瞬時にできます。  

  (1)％欄の数値入力だけで、面倒な計算の必要がありません。 

  (2)残菜（食べ残し）量は、きちんとした計量でも、目分量でも対応できます。 

  (3)朝・昼・夕・おやつ・嗜好品に分かれ、朝・昼・夕は、主食・主菜・副菜・副々菜・フル

ーツ・汁・乳製品に分かれています。 

  (4)献立以外の嗜好品の栄養計算ができます。（栄養ソフト・プロットで計算します。） 

  (5)輸液や薬剤の栄養分も入力でき、栄養計算されます。 

  (6)各栄養量はもちろん、群別量も計算されます。 

  (7)基準量（約束食事箋・食品構成表）及び当日献立栄養量そして食事摂取基準の３種類が表

示され、当日喫食量との差異を計算します。（基準量のみ手入力となります） 

  (8)栄養素と群が基準量と 20％以上の差異（増・減）がある場合、色分けされます。 

3. １日分ずつ５日間単位で、何日分でも当日喫食分の栄養計算ができます。 

 4. 当日喫食分の主な栄養比率も計算されます。 

 5. 当日のポイント等コメントが入力できます。 

 6. １日分、５日分、30 日分の各 10 種類の栄養素・群量が自由にグラフ化できます。 

 7. 予定献立の栄養量・群別量の偏りチェックや手直しができます。 

 ＮＳＴ（栄養管理チーム）や栄養ケアマネジメントの 
基本が身につき、全国の医療・介護・健康管理・ 
スポーツ等の全施設共通カルテの土台となります。 

 

※ 栄養カルテは、知的所有権（著作権）登録済です。無断でのご使用には、罰則が適用されます。 

個人以外でのご使用時は、弊社宛ご連絡下さい。 

(有)ヘルスサポート 
〒171-0021  東京都豊島区西池袋３－２１－１３－２０８ 
Tel 03-3980-0822   Fax03-3980-0824  ホームページ http://health-suppo.co.jp 



調査票 
６ページあります。（スクリーニング３ページ・アセスメント１ページ・経腸、静脈補給用１ペー

ジ・訪問用１ページ） 

 
 
目安栄養量算出シート 
日別（1 日）シート 1 ページ目の入力により目安栄養量を算出します。 
エネルギー、水分、たんぱく質、脂質、炭水化物は計算式より算出しますが、他の項目は 
食事摂取基準の表より入力されます。食事摂取基準の表は書き換え可能です。 

 

このデータは日別・5 日分シートの 2 ページ目

以降の最下段に表示されます。 

＊活動係数・ストレス係数他設定値を変更する

ことが出来ます。 



日別（1 日）シート 1 ページ目・2 ページ目 
同じシートが 5 日分あり 5 日間の推移を見る事が出来ます。 
ここで入力した年齢・性別・身長・体重・活動係数・ストレス係数で目安栄養量を算出します。 
成分値、群別と続き 8 ページ迄あります。不必要な成分・群別の項目を非表示に出来ます。 

  
集計 5 日分シート 1 ページ目・2 ページ目 
成分値、群別と続き 8 ページ迄あります。不必要な成分・群別の項目を非表示に出来ます。 

  

補栄養を入力できます。 

献立プロットから出力されたデータ値

実食を％で入力でき、入力された％で献立プロットからの出力データ値が変化します。

嗜好品を入力できます。

実食対献立、基準値、目安量をグラフ表示できます。


